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公益社団法人 日野法人会 

  



 

 

 

 

 

 

次    第 

 

 

報 告 会 午後 6 時 00 分～午後 6 時 50 分 

 

1. 開会の辞 

 

2. 部会長挨拶 

 

3. 報告事項 

1） 令和３年度事業報告 

2） 令和３年度収支決算報告 

3） 令和４年度事業計画報告 

4） 令和４年度収支予算報告 

 

4. 閉会の辞 
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I. 令和 3 年度事業報告 

(令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日) 
 

1. 事業関係 
新型コロナウイルス感染要望対策のため「税金ウォークラリーin よみう

りランド」の税金教室、各種セミナー、小学生を対象にした起業家体験講
座、税務職員との交流会が中止となった。 
 

(1) 租税教室推進委員会事業 
租税教室の開催 

管内小学校（12 校）の６年生（792 名）に対し租税教室を実施 

新型コロナウィルス(COVID-19)感染防止対策の為、1 校が中止 

【日野市】４校：２８７名 
学  校 実施日 クラス数 生徒数 講師・補助者 

第一小学校 6 月 11 日 2 クラス 80 名 盛常任理事、溝口運営専務 

第三小学校 7 月 16 日 2 クラス 61 名 
山田副部会長、盛理常任理事 
田中理事 

東光寺小学校 10 月 5 日 3 クラス 81 名 
山田副部会長、溝口運営専務 
内田理事 

仲田小学校 5 月 7 日 2 クラス 65 名 
山田副部会長、盛常任理事 
溝口運営専務 

夢が丘小学校 5 月 24 日 新型コロナウイルス感染予防対策のため中止 

 

【多摩市】３校：２３４名 

 

【稲城市】５校：２７１名 
学  校 実施日 クラス数 生徒数 講  師 

第一小学校 6 月 16 日 3 クラス 84 名 
小野澤副部会長、山田副部会長、梅津副部会長 
岡村常任理事、竹井理事 

第二小学校 7 月 3 日 1 クラス 14 名 小野澤副部会長、溝口運営専務 

城山小学校 1 月 29 日 2 クラス 51 名 
小野澤副部会長、梅津副部会長、石井常任理事 
岡村常任理事、板垣会員 

長峰小学校 11 月 5 日 2 クラス 79 名 小野澤副部会長、溝口運営専務 

第六小学校 12 月 1 日 2 クラス 43 名 小野澤副部会長、山田副部会長 
  

学  校 実施日 クラス数 生徒数 講  師 

第二小学校 5 月 18 日 2 クラス 87 名 
朝倉部会長、梅津副部会長 
杉田常任理事、原理事 

西落合小学校 4 月 24 日 2 クラス 71 名 
梅津常任理事、杉田常任理事 
横倉理事、松田理事 

愛和小学校 3 月 15 日 新型コロナウイルス感染予防対策のため中止 
永山小学校 5 月 31 日 2 クラス 76 名 杉田常任理事、飯島理事 
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(2) 研修委員会事業 

本部から岩田会長及び日野税務署・立川税務署の職員 3 名の臨席を得て、租税教

室講師育成セミナーを開催した。 

9 月 22 日(水) 於：関戸公民館第 1 学習室 19 名 

 

   

(3) 交流委員会事業 

ア 全国青年の集い「佐賀大会」に参加した。 

朝倉部会長は 25 日(木)から、青年部会担当石坂副会長は 25 日(木)のみ参加 

12 月 26 日(金)-27 日(土) 於：佐賀市文化会館他 15 名 

 

イ 本部から岩田会長・石坂副会長(青年部会担当)をお招きし、感染防止対策を講じ

て、年末会員交流会(忘年会)を開催し、会員相互の交流を図った。 

12 月 21 日(火) 於：レストラン神谷 28 名 
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2. 会議関係 

(1) 報告会 

新型コロナウイルス感染拡大のため、令和 2 年度報告会を Zoom によりリモート開

催した。 

5 月 11 日(火) 於：Zoom(リモート) 19 名 

・ 任期満了に伴う役員改選について 

・ 令和 2 年度事業報告・収支決算報告について 【監査報告】 

・ 令和 3 年度事業計画報告について 

・ 令和 3 年度収支予算報告について 

 

(2) 理事会 

12 月 21 日(火) 於: レストラン神谷 17 名 

・ 全国青年の集い「佐賀大会」収支決算報告について 

・ 令和 4 年度事業計画・収支予算(案)について 

・ 今後の運営について 

3 月 25 日(金) 於：関戸一宮コミュニティーセンター 9 名 

・ 令和 3 年度事業報告・収支決算について 

・ 令和 4 年度事業計画・収支予算について 

 

(3) 正副部会長・委員長会 

ア 6 月 2 日(水) 於：temptation 8 名 

・ 今後の部会運営について 

・ 三法連青連協総会について 

イ 7 月 13 日(水) 於：法人会事務局 8 名 

・ 今後の部会運営について 

・ 全国青年の集い「佐賀大会」について 

ウ 8 月 10 日 於：法人会事務局 7 名 

・ 今後の部会運営について 

・ 租税教室講師育英セミナーについて 

・ 全国青年の集い「佐賀大会」について 
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エ 9 月 14 日(火)  於：法人会事務局 6 名 

・ 今後の部会運営について 

・ 租税教室講師育英セミナーについて 

・ 全国青年の集い「佐賀大会」について 

オ 10 月 12 日(火) 於：法人会事務局 6 名 

・ 今後の部会運営について 

・ 全国青年の集い「佐賀大会」について 

カ 11 月 9 日(火) 於：法人会事務局 6 名 

・ 今後の部会運営について 

・ 全国青年の集い「佐賀大会」について 

キ 12 月 14 日(火) 於：法人会事務局 6 名 

・ 全国青年の集い「佐賀大会」収支決算について 

・ 令和 4 年度事業計画、収支予算について 

ク 1 月 11 日(火) 於：法人会事務局 6 名 

・ 東法連青年部会全体連絡協議会について 

・ 三法連青連協ゴルフについて 

ケ 2 月 8 日(火) 於：法人会事務局 7 名 

・ 今後の運営について 

・ 令和 4 年度事業計画、収支予算について 

コ 3 月 8 日(火) 於：法人会事務局 6 名 

・ 令和 3 年度事業報告、収支決算について 

・ 令和 4 年度事業計画、収支予算について 

 

(4) 租税教室推進委員会 

7 月 21 日(水) 於：法人会事務局 7 名 

・ 租税教室シナリオについて 

・ 講師育成セミナーについて  
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3. その他 

【東法連青年部会連絡協議会】 

(1) 定時連絡協議会 

5 月 20 日(木) 於：ハイアットリージェンシー東京 部会長、直前部会長 

(2) 全体連絡会議 

2 月 8 日（火） 於：リモート 部会長他 4 名 

 

【三法連青年部会連絡協議会】 

(1) 通常総会 

6 月 15 日(火) 於：ホテルエミシア東京立川 部会長他 6 名 

(2) 部会長会議 

ア 第 1 回 

4 月 13 日(火) 於：東村山法人会会議室 部会長 

イ 第 2 回 

12 月 14 日(火) 於：日本酒居酒屋しば田 部会長 

(3) 役員会 

ア 第 1 回 

5 月 17 日(月) 於：リモート 部会長他 2 名 

イ 第 2 回 

3 月 17 日(木) 於：大野屋 部会長他 2 名 

(4) 会員交流ゴルフ大会 

2 月 24 日(木) 延期 
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【部会員の異動状況】 

令和 3 年 4 月 1 日 入 会 卒 業・退 会 令和 4 年 3 月 31 日 

81 名 5 名 0 名・1 名 85 名 

令和 3 年度入会会員 

No 氏 名 法 人 名 地 区 入会月日 

1 板垣 磨人圭 (合)ハッピー企画 日野 10/4 

2 畠 山  竜 史 賛助会員 管外 11/29 

3 蛭 田  智 也 賛助会員 日野 1/7 

4 山 下  哲 央 (株)ペイントワークス 日野 9/7 

5 佐 川  優 喜 賛助会員 多摩 3/28 

 

令和 3 年度退会会員 

No 氏 名 法 人 名 地 区 退会月日 

1 馬 場  正 輝 多摩タウンサービス(株) 多摩 2/2 
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II. 令和 3 年度収支決算報告 

 

自 令和 3 年 4月 1 日 ～ 至 令和 4 年 3月 31 日  
     

《 収入の部 》     

    (単 位：円) 

科     目 予 算 額 決 算 額 増 減 摘        要 

本部会計より 730,000 730,000 0 本部会計より仮受金 

雑収入 20,000 4 △ 19,998 利息 

当期収入合計(A) 750,000 730,002 △ 19,998  

前期繰越収支差額 0 0 0  

収入合計(B) 750,000 730,004 △ 19,996  
     

《 支出の部 》     

    (単 位：円) 

科     目 予  算  額 決 算 額 増 減 摘        要 

報告会 100,000 11,134 △ 88,866  

(会場費) 0 1,420 1,420  

(部会員補助) 100,000 0 △ 100,000  

(記念品費) 0 9,714 9,714 前部会長記念品 

役員会議費 40,000 840 △ 39,160  

(役員会議費) 10,000 0 △ 10,000  

(委員会費) 30,000 0 △ 30,000  

(理事会費) 0 840 840 理事会会場費 

事業費 890,000 312,300 △ 277,700  

(租税教育推進費) 70,000 0 △ 70,000  

(研修会費) 20,000 1,300 △ 18,700 講師育成セミナー会場費 

(研修会費) 50,000 0 △ 50,000  

(交流会費) 40,000 56,000 16,000 忘年会補助 

(拡大交流会費) 50,000 0 △ 50,000  

(全国大会費)登録費部会長 25,000 15,000 △ 10,000  

(全国大会費)登録費その他 60,000 60,000 0 補助費へ流用 

(全国大会費)補助費 75,000 70,000 △ 5,000  

(地区研修会費) 20,000 0 △ 20,000  

(三法連青連協費) 70,000 70,000 0 三法連青連協年会費 

(東・三法連青連協費) 110,000 40,000 △ 70,000 参加費補助 

慶弔渉外費 10,000 0 △ 10,000  

雑費 5,000 1,100 △ 3,900 送金手数料他 

予備費 5,000 0 △ 5,000  

本部会計に仮受金戻し 0 404,630 404,630 本部会計へ戻し 

当期支出合計(C) 750,000 730,004 △ 19,996  

当期収支差額(A)-(C) 0 0 0  

次期繰越収支差額(B)-(C) 0 0 0    
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令和３度決算は前記の通り相違ありません。 

 

令和４年４月  日 

 

公益社団法人 日野法人会 青年部会 

 

部会長  

 

 

 

 

 

 

 

監 査 報 告 書 

 

 

前記の決算を監査の結果、その内容は正確かつ適正に処理されていることを認めます。 

 

令和４年４月  日 

 

公益社団法人 日野法人会 青年部会 

 

監 事  

 

監 事  
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III. 令和 4 年度事業計画報告 

(令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日) 

 

1. 事業活動方針 

【全 般】 

令和 3 年度の活動を終え、２年目の活動へと突入しました。 

近年の新型コロナウイルスの影響で令和３年度は満足のいく青年部活動が出来た

といい難い状況ではありましたが、そんな中でも様々な工夫と環境の変化に臨機応変

に対応しながら活動を行ってきました。 

令和４年度は新型コロナウイルスの影響が落ち着きを見せることを期待し、青年部

の役割をしっかりと実践していきたいと思います。 

 

【租税教室】 

租税教室では講師マニュアルの取り纏めを終え、税務署の協力を仰ぎ実際に会員の

講師育成の事業を実施しました。 

引き続き、講師育成の事業を行うと共に講師未経験の会員の方へ積極的に租税教室

への参加を促してまいります。 

またコロナ禍にて開催出来なかった税理士会との交流は引き続きお願いをしてい

きます。 

 

【小学生起業家体験講座】 

小学生起業家体験事業については実際の事業実施が困難な状況下である為、内容の

検証を継続し、３市の小学生を対象とした事業規模の拡大にいつでも取り組めるよう

準備を行っていきます。 

 

【会員増強】 

会員増強については満足な結果ではありませんでしたが、近年の会員増強の傾向を

止めることなく力を入れていきます。 

また、令和３年度は会員の交流事業としては全国大会のみの実施となりましたが、

本年度も多くの会員に参加して頂ける様々な交流事業、当初掲げておりました会員の

方に「楽しい」と感じてもらえる企画を行い、青年部の更なる発展へと努めていきた

いと考えております。 

 

【まとめ】 

本年度も新型コロナウイルスの影響は予想できませんが、ワクチン接種率の向上や

重症化率の低下などもあり、収束に期待が持てる面もあります。その時までにしっか

りと準備し、いつでも事業が出来る体制を整えて参ります。 

青年部会員においては事業運営も大変な中ではありますが、ご理解とご協力をいた

だき、部会長職を務めて参ります。  
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2. 事業計画 

(1) 組織の拡大強化 （総務委員会） 

親会の会員増強運動に積極的に協力し、併せて部会員の拡大及び、組織の強化を

図る。 

 

(2) 親会事業への積極的参画及び社会貢献活動への協力 （部会全体事業） 

ア 「子供たちを対象とした租税教育イベント」の税金教室を担当 

イ 「親と子の税金教室」の運営を協力 

 

(3) 部会員の資質の向上と企業の健全な発展 （研修委員会） 

ア 各種セミナー等を開催し、併せて部会員の交流を深める事業を行う。  

イ 「租税教室推進委員会」と共同し講師育成講座を開催する。 

 

(4) 租税教室の推進 （租税教育推進委員会） 

ア 管内小学校の「租税教室」の開催を積極的に推進する。 

イ 租税教室を担当する講師の教育スキルの向上を目標とし、各地区共通の講師シ

ナリオの充実発展を図る。 

ウ 「研修委員会」と共同し講師育成講座を開催する。 

 

(5) 小学生を対象にした起業家体験講座の開催 （部会全体事業） 

管内の小学 5・6 年生を対象とした起業家体験講座を 10 月頃に開催する。 

 

(6) 税務職員との交流会の開催 （交流委員会） 

 

(7) 地区別研修・交流会の開催 （各地区） 

 

(8) 第 35 回法人会全国青年の集い「沖縄」11/24(金)への参加 （交流委員会） 

 

(9) 税務行政への協力 （研修委員会） 

国税電子申告・納税システム(e-tax)の普及促進、他 

  

(10) 全法連・東法連・三法連の各青年部会連絡協議会への参画 （役員） 

 

(11) その他 

法人会の目的達成に必要なこと 
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IV. 令和 4 年度収支予算報告 

自 令和 4 年 4月 1 日 ～ 至 令和 5 年 3月 31 日 
     

《 収入の部 》     

    (単 位：円) 

科     目 予 算 額 前年度予算額 増    減 摘        要 

本部会計より 730,000 730,000 0 本部会計より仮受金 

雑収入 20,000 20,000 0 お祝い、受取利息 

当期収入合計(A) 750,000 750,000 0  

前期繰越収支差額 0 0 0  

収入合計(B) 750,000 750,000 0  
     

《 支出の部 》     

    (単 位：円) 

科     目 予 算 額 前年度予算額 増    減 摘        要 

報告会費 100,000 100,000 0 開催経費 

役員会議費 40,000 40,000 0  

(役員会議費) 10,000 10,000 0 理事会会場費他 

(委員会費) 30,000 30,000 0 
委員会会場費他 

￥10.000×3 委員会 

事業費 590,000 590,000 0  

(租税教育推進費) 70,000 70,000 0 租税教室･その他関連事業費 

(研修会費) 20,000 20,000 0 研修会会場費・講師料 

(研修会費) 50,000 50,000 0 
研修・交流会費補助 

＠2,000×25 人 

(交流会費) 40,000 40,000 0 
交流会費補助 

＠2,000×20 人 

(拡大交流会費) 50,000 50,000 0 
税務署等との交流会費補助 

＠2,000×25 人 

(全国大会費) 25,000 25,000 0 
全国大会登録費(島根) 

＠25,000×1 名(部会長) 

(全国大会費) 60,000 60,000 0 
全国大会登録費(島根) 

＠15,000×4 名(副部会長等) 

(全国大会費) 75,000 75,000 0 
全国大会参加費補助 

@5,000×15 人 

(地区研修会費) 20,000 20,000 0 
研修・交流会費補助 

＠2,000×10 人 

(三法連青連協費) 70,000 70,000 0 三法連青連協年会費 

(東・三法連青連協費) 110,000 110,000 0 
参加費補助 

＠5,000×22 人 

慶弔渉外費 10,000 10,000 0  

雑費 5,000 5,000 0 振り込み手数料等 

予備費 5,000 5,000 0  

当期支出合計(C) 750,000 750,000 0  

当期収支差額(A)-(C) 0 0 0  

次期繰越収支差額(B)-(C) 0 0 0  

 


